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アヲトドマツ假導管長の年齡 

及び地上高による製化1

緒 言

近年繊維素工業は驚異的躍進 を遂げ製紙及び人絹、人線バル 原 

木の資源充實、 産が林業に課せられた一大間となつて楽な。北 

海道産ﾡ種のルプ資材と しての基本的性質に關 して化學的硏究が 

數多 くあるが、乙 ゝ では その他のバルブ資材 と しての性質、殊に材 

の量、繊維の形質、材の瑕瑾の影響等の問題を取扱ってその造林 

指育に到するﾡ合的な悲礎修念を得んとするものてある。 ルプに 

限 らず木材を化學的に利用せんとする場合には、從來の如 く 一林面 

か ら の生産成果 を材積の みにょつて云◆する は不可て重量生産量 と 

云ふ ものが是非考へ られねはな らW。更にその使用目的に よつて諸 

種の性質が考厳加味され施業ﾡ筆が構ぜられねばな らW。その中繊 

維の形質は製紙パル ブ原木の場合、化學的性質と相俟って重要な條 

件をなすも のて、殊にそ の長 さ は製品な る 紙の抗張強 に最 も 影響す 

る因子'である。

最近豊術なﾡ積を有する潤葉樹のルプ生産が高唱せられつ ・ あ 

るが、その繊維長は針葉樹に比して著しく 劣る ものて、、、製紙ルプ 

原木 として は將來 もや はり 針葉樹が主體 をなすものてあらう。北 

海道•では 從來天然 生林 の ア ヲ ト ドマッ Ab:es Nayriana Miyabe et 

KUro, アカト ドマ ッ Abies sachalinensis Fn. Schmidt, エ ゾマ ッ Picea 

jezoensis CANRIfRE, アカエゾマツ Picea Glelni Masters の 四種が用 

ひられつ、あつねが、以上の樹木の性質極めて類似せる ものて、、、そ

(1) パル ブ資材 と して の北海道産樹種の研究,竝に其の育林的考察。第一報
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の中アヲ トドマッの繊維即ち個導管長に開して得なる結果を報告す 

るが、之よ りその他の樹種の大略をも察する事が出來やう。

枝低を除く総材積1.4GGm(内幹足材積0.0467n)、その生長經過は 

第一圖乃至第三圖に示す如し。

供試材料

供試材料は北海道野幌國有林40林班よ り探取しな。その林の一 

般は次の如し。土地担にして土ﾡ理學性、化學性共に良好、殆ん 

どァヲ ・ドマ ッの一ﾡ林型をな し、少數の エゾマツ、カッラ、 オヒ 

ョッ、キタコブシ、アカダモ等を混ずる。ﾡ閉は稀術なるも部み的 

に疎開せる個所があ る。野幌地方ﾡ松収穫炎(19)の I等地に相常す 

る個所であつて伐採高 (地上0.3m)に於ける年輸ﾡは殆んど70内外。 

供試木は此の林分の斷面積中央木に相當 す るもの を選んて昭和十二 

年五月 二十七日 伐採 したが、伐探照に於ける年輪敷は68、 の商さ 

に達する期間を12年位 と すれは樹齢約80年 と 推定され る。但 し以下 

伐探照に於ける年輪敷を年齢となして材料を取扱つた。皮付胸高直 

ﾡ38cm,樹高26.82m、生長正規で通直、枝下長く 14.40mに達する。

第 一 圖 總 生 長 曲 線

第二圖 平均生長曲線
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測定及び計算方法

大略ﾡ次氏〔(10)Dp.83-95,(11)〕の殺表された越維長測定の方

法に準じたるも、尙要纖及び異れる無を次に記する。

(1) 供試木 よ り地上 0.3m,1.3mn,3.3m 以上 2m meに厚さ約 

1-2cmのﾡ盤計14個を取 り、各々 の逆心 を通 り て商北、東西の 

線を引合、外側よ b 5年毎に記ﾡを附して年輸幅を測定しな。

(2 ) 東西南北各線に沿ふて 5 個年輪を一組と して幅 3-4mm の 

資料を取 b、之を燐寸軸木樣に縦斷 した。

(3) 各資料別にシュルッ・マセレーションを行つな。

(4) 染色には Delafield's Haematoxylin を用ひな。その順は

時計皿内にて績維み離後水を流し去り、数滴の染色液を加へ10 

一20分間放置、染色液を流し、數度水洗すれば充分に染つた見 

易 い 資料を 得る。水溶性の 染色液 に 非れ ば繊維の 收縮撚振硬化 

を 件。

(5) 測定は18倍に折大 した顯微鏡 を用 ひて 接眼 ミクロメーター- 1
によ りその長さを試んだ。測定の階級幅はismmとなしな。

(6) 測定数は 1 資料に就て 500以上2000 に及んな。終局の 目 的 

は算術平均にある故、之の安定に至るを第一條件として、先づ 

250個を測定、その卒均を求め、更に250個を測定、先のものと 
。 5

併せて500個の均を出 し、先の250個の均との差がsmm以 

下なればそれにて測定を打切、以上なれば更に 250個を測定 

して750個の平均を求め500個の不均と比較しな。それても-8- 

mm 以上の差あ る 時は更に 250 個測定 を繰返 した。理論的 に云 

へば 250 個測定 を増す毎に算術平均の標準誤差 を計算 して、そ 

れを一定數以下な らしぴる様にするのが交常てあるが〔3、乙 、 

では上記の簡便法を用ひた。又假導管長の大なる資料は小なる 

ものよ り その標準偏差が大となる. 從って算術平均の標準誤差 

も大とな る を豫想して測定數を増 した場合が多い。ﾡ次氏が赤 

松假 導管長 を測定 した時に並數の抽出 する を判定の標準 と しな 

が. 今の場分階級數多 e 爲充分な並政の抽出が得 られざる も の 

と考へ.之を全然考慮に入れなかった 。

(7) 以上よ り 各資料毎に假導管長度數分布表を得た。之」 種 

々の統計数値を計算したがその根據は下の如し。

(M=算術均、Med.=中央価、M.=並製、・=標事信差、n 
=測定数)

並製: 3Med.-2M=M.の略算法に った。

測定鉱に止 し階級幅小に して階級數多 ・公、度數分布曲線は 

不規則て、、ある。故にそのまゝの最多度數の階級中央値は並數 

と して は不安定である。又3個階級づつの移動卒均を行ひそ 

の最多度數、階級中央値と求めれば上記の略算法の結果と一 

般に極めて 近似 してゐる 事が認め られな。

變異係吸:： v =▽*100

M-M
歪 度:S =---- -

の

算術平均の標準誤差： F=キク

中央値の標準誤差: Ee=土1.25331の

標準偏差の標準誤差： Eo=+ク
2n

測 定結果

( 1) 假 導管長 の 地上高 に よ る 發化。

各U盤の北側及び東側の最外側即ち64-08年生年輸の資料を測定 

した結果は第一表及び第二表に示す如く、其の算術平均の發化を圖
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示すれば第四圖及び第五圖 とな る。その縦過は Sani。 第二法則 

((24) S402.〕の說 く が如 く、樹幹基部に於て短 く 漸次その長さ を増 

し 7.3mヌは 5.3mに至つて最大にﾡ し之 よ り 稍減少 して21.3m以上の 

ﾡ端部に至れは著しく短くなる。J地上9.3mの責料は北、東側共微細 

な樹脂條を有するものであったが、此の瑕理の原因の爲假導管長の 

短小 を來 した もの と思はれる。旣往の研究は Sanio第二法則にWし 

その繊維長最大の出現地上高を種々論じてゐるが、槪して針葉樹は 

ﾡ高の 乃至すに至る間 cあつてそ の位量商 く [(24) S.410, 420, 

(2) S.189, (7) S.232,(22) S.162, (1) p.GS, (15) p.680,(21)Pp.170- 

172, 188-189,(18) pp.53-05, (10) pp.115-116, 139-143.〕、 ﾡ 

葉樹は基部に近いもの 、樣である〔C27) S.161,(5) S.282, (23) p. 

664.。但し重松氏〔(25) 林誌 No. 32.Pp.23-30.〕及び Desch 氏 

〔C4)p.96.]は針葉樹と同様な り と云人。方向及び年的によつても多 

少るの位置が變化する事も知られ、Lee&Smith雨氏〔(15) P.G80.] 

は Douglas frに就き外問の年輪程その大が地上商合事を報じて 

ゐる。

(2) 假資管長の年齡によ る變化。

地上 0.3m, 5.3m,10.3 ・の3 圓盤に就て假導管長の年齡によ る變 

化即ち樹心部 よ b 皮部にかけての變化を測定 した結果は第三表、第 

四 表、第五表 に 示す 如く、その 算術均 を図示す れ ば第六 圖 ・ 第七 

図、第八圖となる。最下斷面地上 0.3m のものに就て見れば樹心部 

極めて短小に して始め急激に長さ を増し, 漸次緩徐となり 30年内外 

にて約 3mm に途する。之よ り は多少の凹凸を含む も極めて緩徐に 

増加しっ、あると見られる。即ち此の供試樹と しての最大假導管長 

は未だ達せられて居ない様である。地上高による變化の最大勲は東 

側に於て 53mmに現はれなが. 此の断面•では長さ の増大は上記地 

上 0.3m の もの と 同様始め急激に上昇する が之よ り も早く25年生内 

外の年輪にて既に 3 nm に達し, 最外6一68年生に至るも簡相當の 

勾配を以て增大しつ、ある。地上19.3nては未だ急激な増大の最中 

て3mm に述するのは65年生内外てある。

Sani。 はその第一法則に〔(24) S.402.ゝ, Pinussilvestris の似導管 

は樹心部より外方に年輪数を増すに從ひ長くなう、遂に或一定の長 

さに達し、その後は不變なり と云ひ、爾來その適否が多く の樹種に 

就て論ぜられて居る が、こ ・て最下ﾡ面iに於て得な結果は大ﾡして 

Sani。 第一法則 に合致する ものと考へ らiれ、又兼次氏 (10) p.117.〕 

の赤校に就て云人暇導管登連仲長期及び級慢仲長期 (或は安定期) 

の二期も3)年を境にして明確てはないが認め得られるてあらう。

(3 ) 假導管長年次變移曲線 と 生長山線

假導管長年次變移曲線〔(12) I.53.〕と生長曲線を比較する に何等 

直接の關係は得られない。同じく 年齢に關聯 して變化する ものであ 

る が全く 性質の異つた ものである。樹木の直徑、樹商、材積の連年 

4生長量 (生長速度)は幼齡時に極めて微量で次第に急激に増加 し、 

或る年齢に至って最大に達し、爾後は次第に衰退の様子を示す。從 

つ て 総生長 曲 線 は連年生長量最大 に相常する時 に ﾡ山県を示すが、 

假源管長年次變移曲線は全然之 と 異つて、横軸(年齢)に到し全く 

仙の形を示 す のてあ る。但 し旣往の 諸研究 から 徴して 連年生長量最 

大の時期が早 く 楽る樹種程、假 導管急速伸長期 に於ける 年次變移曲 

線の勾配は急であって、早く長い似導管に述するもの、様てある。

( 4 ) 年輪帕と假導管長 との 關係

第四圖乃至第八圖に平均年輪幅の變移曲線を共に附した。第四 

國、第五圖、第八圖は別 として、第六圖及び第七圖の假選管の伸長 

が級慢とな つて から後 に於て、年輪幅と 假導管長 との間 に明 かな 關 

係が存在す る 事が う かがはれ る。即ち均年輪幅が著 しく大となつ 

な場合にはﾡ導管長の短小を招 し、平均年輪幅が小な る個所ては、
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假建管長が大となって居る。兩者の變移曲線の増減は大體に於て互 

に反到の方向 に變化 して 居る が認め られる。

年輪幅 と 繊維長 との 關係に就 て は Bailey & Shepard雨氏〔(1) pp. 

69-70.〕は Pinus Strobus に就き何等著しﾡ係は見られないとな 

し、Desch 氏 〔(4) pp.93-95.] は、alder,poplar, birch, sycamore, 

beech に就き定期不均生長量 (断面積) と繊維長との間には高次の 

正の相關々係あ ) となしてゐるが、Gerry 女史(6 は longleafpine, 

Douglas frにポて幼令の脈年輪幅の部みは僅かにﾡ導管長短 く な る 

傾向あ りとなし、Lee & Smith 兩氏〔(15) Pp 678, 682] は Douglas 

ス •に就2、ﾡ次氏〔(10) pp.121-134〕は赤松に就2 それぞれ年ﾡ 

幅と假導管長とは逆の相關々係あ り とな して居る。以上はその研究 

材料、測定方法の相異 に ょつて種* の説が導かれた も のてあつて、 

こゝにヲ ト ドマツに就て得なる結果も最後の設の一例護をなすも 

のてあ る。一般の正常な生長 をなすも のでは年輪幅 と仮導管長 と の 

間に逆相關あ り となすが変常であ ら う。

(5) アテ と假導管長との關係

第六炎に地上21.3mのW盤の四方向別にﾡ導管長を示しな。その 

中西側の資料は アテ を有する も のてあつて多少短い結果を示すは 

他樹種に於ける 諸硏究 と 同一である。〔(15) p.675,(10) Pp.130-1 
34.]

(6) 假導管長度數分布曲線の形 •

各資料毎の假源管長度數分布曲線の形は概ね第一表乃至第六表か 

ら列断 し得る。一般に絕對撒布度 を示す標準偏差は長い假導管の所 

て大てあるが、比ﾡ撤布度なるﾡ興係数は反つて短いﾡ事管の所て 

大なる値を示して居る。又變異の幅は長い假消管の個所で大で並數 

に於ける分布率は短い假建管の個所で大であ  る。歪度は殆んど一を 

示して居るので曲線は多 く 右偏形であって、假導管長のごく 短小な

個所に至つてﾡく歪度○なるか、多少+となる。

第一 ﾡ導管長の地上高による變化 64-68年生年輪、北側

通上高 不間 

m「c
觉 術不下 均 

(M士E) 
mm

師: ﾡ 
(No) 
mm

中 央 価L 
(Med ±Ec)

mm
最大価 

mm
最小値 

mm
ﾡ酒画差 軽型係
(g士Eの) ﾡ

mm 1 (v)
度 

(S)

0.3 0.26 1000 3.046+0.020 3.005 3.052士0.035 4.011 1.111 0.c30+0.014 20.09 0.031

1.3 0.24 750 3.553+0.026 3.758 3.G21 ±0.033 5.167 1.111 0.720+0.019 20.26 — 0.284

3.3 0.22 1000 3.846+0.022 4.154 3.949士n.028 5.278 1.389 0.683+0.015 17.75 0.450

5.3 0.16 750 3.957士0.0G 3.045 3.050+0.033 5.556 1.389 0.700 士 0.018 17.69 + 0.010

7.3 0.1G 750 4.092土0.029 4.411 4.198+0.036 5.611 0.722 0.798土0.021 19.50 0.400

9.310.16 1500 3.5G1 土 0.020 3.391 3.505士0.025 5.222 1.107 0.782+0.014 21.97 + 0.217

11.30.18 100n) 3.774+0.022 4.105 3.884土0.028 5.889 1.333 0.709+0.016 18.79 0.467

13.3 0.16 100() 3.867土0.023 3.935 3.890土0.029 6.833 0.889 0.724士 0.016 18.71 0.094

15. 0.16 750 3.463 士 0.024 3.529 3.485 土 0.030 4.833 1.000 0.658 士 0.017 19.01 0.100

17.3 0.20 750 3.404土0.022 3.613 3.474+0.028 4.833 1.056 0.609+0.010 17.90 0.344

10.3 0.24 750 3,060 土 0Q18 3.159 3.093士0.023 4.389 1.1G7 0.489士0.013 15.99 — 0.202

21.3 0.30 2000 2.052+0.012 2.067 2.957士0.015 4.389 1.389 0.526 ±0.008 17.81 0.028

23.3 0.24 500 2.120士0.030 2.111 2117+0.025 3.556 0.833 0.454+0.014 21.43 + 0.021

25.3 0.12 500 1.138士0.018 1.100 1.125土0.023 2.444 0.278 0.395 士 0.012 34.71 + 0.103

第二表 假導管長の地上高によ る變化 64-68年生年輪、東側

J上高6 
m

均n: 術 正 均 
午輪 4迎1 (M士 F) 
cm 1 mnm

(Mo) 
mm

中 央 価L 
(Med.士 Ee)

mm
最大価 

mm
最小価 

mnm
標準 偏差 ﾡ型係

(の士Eo)
mm 1 (V)

歪度
(S)

0.3 0.8 500 3.119+0.021 3.232 3.157土0.026 4.778 1.611 0.479士0.015 15.35 0.237
1.3 0.16 1000 3.976土0.021 3:964 3.972士0.026 6.667 2.232 0.648+0.014 16.31+ 0.019

3.3 0.14 500 3.099土0.031 3.901 3.966士0.039 6.107 1.778 0.704土0.023 17.61+ 0.139

5.3 0.12 500 4.205士0.030 4.524 4.321 ±0.038 5.722 1.389 0.600士0.031 15.69- 0.483

7.3 0.16 500 3.965±0.03」 4,019 4.006士0.039 5.444 1.011 0.697土0.022 17.58 0.078

9.3 0.14 750 3:559士0.024 3.547 3.555+0.030 5.333 2.000 0.661+0.017 18.58 + 0.018

11.3 0.16 500 3.7860.028 3.797 3.790+0.035 5.111 2.056 0.610+0.019 16.26 0.017
13.3 0.20 500 3.879士0.029 3.929 3,883+0.036 5.444 2.111 0.639土0.020 16.47 0.022
15.3 0.22 7501 3.788土0.022 3.981 3.853士0.028 5.667 1.889 0.590士0.015 15.58.- 0.327
17.9 0.22 750 3.000土0.022 2.853 2.951 ±0.028 4.778 1.333 0.594士0.015 19.81+ 0.247
19.3 0.26 750 3.087土0.022 3.147 3.107 ±0.028 4.389 1.222 0.602+0.016 19.51 - 0.099
21.3 0.24 500 2.921土0.023 2.975 2.939 ±0.029 4.389 1.389 0.517+0.016 17.67 0.104
20.3 0.28 500 2.469 土 0.022 2.487 2.475土0.028 3.778 1.107 0.485±0.015 10.63 0.037

25.3 0.12 500 1.138±0.018 1.100 1.125±0.023 2.444 0.278 0.395土0.012
■

34.71 + 0.103

8 9



第三表 . 假導管長の年齡による變化 地上0.3米、北側

年 齢 れ割 cm
第 術不 均 

(M士E) 
mm

並 敷 
(No) 
mm

中 央 1
(Nled.士Ee) 

mm
最大価 

mm
I小価 

mm
標 回 偏 差 嘘係

(g 土 lo) ﾡ 泵
ミ)

1-- 3 0.2()' 500 1.028+0.011 1.018 1.025+0.014 1.833 0.333 0.253士0.008 21.59 + 0.041

4- 8 0.30 500 1.743 ±0.017 1.0:9 1.708+n.021 2.S33 0.722 0.373+0.012 21.38 + 0.281

9—13 0.26 500 2.262+0.019 2.341 2.288+0.024 :3.33:3 n.s89 0.422+0.013 18.64 ___ 0.18s

14-18 0.20500 2.451+0.019 2.424 2.442+0.024 3.389 1.05G 0.424+0.013 17.29 + 0.063

19—23 0.24 750 2.518+0.018 2.57S 2.538+0.023 3.833 0.944 0.480+0.012 19.08 — 0.125

24—28 0.2G 750 2.900士0.01s 2.970 2.029士0.023 4.222 1.05G 0.504+0.013 17.33 — 0.121

29—33 0.32 500 2.061+0.023 3.043 2.089+0.029 4.05G 1.107 0.523土0.017 17.05 ・ー 0.156

34—38 0.72 500 2.838+0.021 2.858 2.844+0.02G 4.111 1.333 0.469士0.015 16.52 — 0.042

39—43 0.58 500 2.843+0.022 2.904 2.803+0.028 4.000 1.333 0.489士0.015 17.20 -- 0.124

44—48 0.36 500 3.00.:士0.025 2.031 2.079土0.031 4.607 0.778 0.555士0.01s 18.47 + 0.130

49—53 0.42 500 3.081 + 0.025 3.087 3.083 ±0.031 4.G07 1.111 0.502+0.018 18.25 0.010

54—58 0.361000 3.123+0.018 3.166 3.137 ±0.023 5.278 0.722 0.580+0.013 18.56 0.071

59—63 0.201000 3.147 + 0.020 3.400 3.231 ±0.025 4.778 1.056 0.620士0.014 19.70 0.407

64-08 0.28 1000 3.046 士 0.020 3.005 3.052±0.025 4.011 1.111 0.G30±0.()14 20.09 — 0.031

第四表 仮導管長の年齢による継化 地上5.3米、東側

年協
丁均
年撃

cm
計測

更二 術 下 均 
(M士E)

mm

面 ﾡ 

(Mo) 
mm

中 災 価 
(Med 士Ee) 

mm
最大値

mm
I小価 

mm
標 酒 個 茶 

(ヶ士1o) 
mm

繼異係

(V)

歪
(S)

12—18 0.37 500 1.881 ±0.019 1.839 1.867士0.024 3.056 0.556 0.436±0.014 23.17 + 0.096

19—23 0.28 500 2.588+0.024 2.707 2.628+0.030 3.833 1.000 0.541土0.017 20.91 — 0.219

24—28 0.36 750 2.901+0.018 3.005 2.970+0.023 4.222 1：056 0.503+0.013 17.00 一 o.08s

29—33 0.38 500 3.183 ±0.027 3.295 3.210士0.034 4.778 0.889 0.005+0.019 18.99 — 0.194

34- 8 0.36 500 3.376士0.020 3.449 3.400土0.025 4.444 2.000 0.450土0.014 13.32 -- 0.10s

39-43 0.32 750 3.590 ±0.023 3.722 3.634+0.029 4.889 1.778 0.621 ±0.016 17.29 0.213

44—48 0.22 500 3.705+0.027 4,075 3.828±0.034 4.944 1.722 0.595 ±0.019 16.05 — 0.6

49-53 0.28 750 3.398+0.023 3.329 3.375± 0.629 5.222 1.111 0.033士0.01G 18.04 + o.1n

54—58 0.24 500 3.699 ±0.027 3.967 3.788+0.034 5.111 1.011 0.599 ±0.019 16.19 — 0.4 I.

59-03 0.14 5co 4.015土0.030 4.291 4.107 ±0.038 5.333 1.222 0.667+0.021 16.60 一 0.414

64—68 0.12 500 4.205 ±0.03(1 4.524 4.312+0.038 5.722 1.389 0.000+0.021 15.69 一 0.4s3

第五.表 假導管長の年齢に よ る變化 地上19.3米、北側

4部
平 
年特和
cm

計測 
疑

3t 術 ボ 均 
(N士E) 

mm

lii ﾡ 
(o) 
mm

巾 央 価L
(Med.士Ee) 

mm
最大価 
mm

小価 
mm

ポ 準 偏 差 
(g士Eo) 

mm

曜異係 
数

(V)

歪 度 
S)

4-48 0.36 750 1.705+0.019 1.593 1.668+0.024 3.056 0.611 0.522士0.013 30.63 + 0.215
49-53 0.44 500 2.356士0.020 2.341 2.351土0.035 3.500 0.556 0.442±0.014 1S.76 + 0.034
54-58 0.34 500 2.608士0.023 2.688 2.634±0.029 3.723 1.111 0.524土0.017 20.11 — 0.153
59 63 0.26 500 2.825±0.022 2.794 2.815±0.028 4.000 1.056 ().18«± (1.015 17.29 + 0.083
64-68 0.24 750 3.060± 0.018 3.159 3.093土0.023 4.389 1.167 0.489±(x)13 15.99

•一
0.302

第 六 表 地上 21.3米の図盤に於ける假導管長の變化

4動 咽刎
こ 術 平 均 
(M+E)

mm
(Mo)
mm

中 央 価 
(Med.士Ee) 

mm
大価

mm
最小値 

mm
標 平 面 ﾡ興係

(g土lo) ﾡ 歪度
(S)mm (V)

北 間

40-53 0.32 750 1.564±0.013 1.568 1.565土0.016 2.778 0.611 (h364± ().003 23.30 - 0.010

54-58 0.32 500 2.321 ±0.022 2.254 2.209+0.048 3.722 1.167 0.484+0.015 20.86 + 0.140

50-030.32 1000 2.655土0.017 2.672 2.660±0.021 4.167 1.111 0.531 ±0.012 20.01 一 0.032

64-08 0.30 2000 2.952土0.012 2.907 2.957±(1.015 4.389 1.389 0.526± ().008 17.81 - 0.028

東 側

4-53 0.30 500 1.798±0.016 1.856 1.817+0.020 2.778 0.667 0.356 ±0.011 19.82 -0.163

54-58 0.28 500 2.564土0.023 2.446 2.525士0.0290 3.778 1.27S O.525± 0.017 20.6 + 0.225

50-63 0.26 1250 2.599士0.015 2.502 2.567± 0.019 4.167 1.056 0.525土0.011 20.18 + 0.185

04-68 0.2! 500 2.921+0.035 2.975 2.939±0.029 4.389 1.389 0.517土0.016 17.67 - 0.104

商 仙

西 側

40-53 0.30 750 1.463 ±0.011 1.486 1.470 ±0.014 2.222 0.778 0.295土0.008 20.15 - 0.078

b4-58 0.32 750 2.445+0.18 2.43G 2.442土0.033 3.722 1.000 0.405土0.013 20.26 + 0.018

50-638 0.28 750 2.626+0.021 2.533 2.595 ±0.026 4.107 1.167 0.574 ±0.015 21.88 + 0.162

64-08 0.23 500 2.930± ().021 2.982 2.947 ±0.0.6 4.05G 1.944 0.75土0.015 16.22 - 0.111

※:アテ

49-53 0.30 1000 1.538±0.011 1.516 1.531土0.014 2.500 0.611 0.343+0.008 22.27 十 0.066

54-58 0.30 750 2.322 士 0.016 2.30! 2.316士0.0」0 3.778 1.278 0.450+0.012 19.40 + 0.oi1
景 
53-63 0.J2 500 2.580土0.024 2.508 2.556 ±0.030 3.989 0.722 0.525± 0.017 20.3e + 0.137
64-68 0.34 500 2.793 ±0.026 2.805 2.797 ±0.033 4.278 0.667 0.583+0.018 20.89 - 0.021
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似却管長の地上尚による變化 G4-68年生年輪、北側 地上 0.3 米、北側
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第 六【］ 假導管長の年齢に よ る菱化

第 五 圖 假導管長の地上高に よ る變化 64-084生4輪、東間



地上19.3米、北側第 八 圖 仮導省長の年崎に よ る變化

製紙バルフ資材としての考察

從來製紙バノレ ブ資材の繊維の形質 を論ずる 場合 に繊維長、ﾡ細幅 

を測定し、それよ り長さ と幅の比即ち繊維率を求めて比較する方法 

が用られてゐなが、ﾡ維幅なる ものは繊維長に比すればその發化 

の絕對數値は著 しい ものて、’なく、針葉樹全ﾡ として は種の相興 を あ 

らはす程度の差異なく、従つて之よ り 導かれた繊維率 も 意義な？ も 

のと考へられる故、軍に繊維長のみを論ずる事とする。

Lampen 氏〔(14) p.58.〕は亜硫酸バルブの標準ﾡ維長分配を提 

出し、志方、顧渡、四方氏等(0)も浦洲材の研究に於て機維長分布 

曲線の形を比較に用ひんと試みてゐるが、か る分配率即ち分布曲 

線の形の如何な るもの を最良 とする かの判定は容易でな く、ﾡ各 

料すべて相當の變異を有する事を考慮してるけば、一般には寧ろ繊 

維長 3 、及び均一な るを比桜の標準に す る方が交常 と 考へ る。

前項の測定結果からアヲトドマツ假道管長の地上高による變化を 

最外部に於て通觀すれば樹幹基部 よ り 20mﾡは3-4nmの間を變動 

するものてその差は1mmmnを 出 てず、バルブ原木として用られる場 

合には略均一なる材料を提供する ものと云ひ得る。之に反して内部 

的に見たる年齢による變化は極めて甚しく、樹心部は極く短小にし 

て登激にその長さを増すも 30年内外を細過せざれば3mm に達しな 

い。その後もごく綏慢に増加しつ ゝあって此の樹體と しての最大假 

導管長 に 達してゐないと 考へられるが、大間30年以後 は 均等 な ﾡ導 

管長のものを生しつ、あると見倣し得る。以上の事か ら 又全樹體 

としては高年になる程長い假導管の分配率が増し從って全樹體の假 

導管長不均は大となる。故に繊維長の隠からは高年なる程資材と し 

て優良なわけてある。Hartig 氏〔(7)S.232.の Fichte に就ての及び 

Bertog 氏 (2) S.188-189.〕の Fichte, Tanne に就ての硏究に よれ 

ば幹級 と 似導管長 との間 には何等の關係が認め られず、び しろ弱勢 

木に於て早 く 最大假導管長に達する と されてゐるが Lee& Smith 

兩氏〔(15)Pp.691, 694-695.〕は Douglas 前 に於て海岸肥沃地の 

coast type は山間の mountain fr よ り 少しく 平均假導管長大な b と 

報じ、Mac Millan 氏(16) は red spruceに於てﾡﾡ木は自由に生育 

した もの よ り 假導管長短 く なると云ひ、重松氏〔(25) 林誌 No. 32. 

pp.30-32.〕はシヒノキ の生長よ 9 もの、方が木維長大なる事を 

報じ、三好氏〔(18) PP.87-89.〕はヒノ キ被壓木假導管長は正常材 

の70-80%と報じてるる放、一般の天然生林に多き長いﾡﾡ時代を 

經て來たものは此の供試樹の如く最初よb著しい肥大生長をなした 

ものに比して、全樹體の平均假導管長小なる事が想像される。しか 

しその明確な 列定は 績行中の研究 に俟 ちない。

上記の項 と矛盾する てあ る が、 樹識内ては年ﾡ幅闘 ・年度 

は似導管長の短小を招來する事實があ る。然 し大朵に繊維資材を供
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給する立場から云へば廣年輪幅の爲に招來され2個導管長の短小は 

差程著しものてな く、寧ろ最の多3 を期した方が得策 と 考へられ 

る。

アラ其他の瑕瑾の存在は假導管長の短小を來す。又枝節の影響あ 

る個所は著しく短小とな る事が報ぜられてゐるのも〔(10) p.142.〕 

留意すべeてある。

アカマツの研究結果に よれば〔(21) P.185,(19) I.7,(10),(9)〕、 

假導管長の伸長は アヲ トドマツ等に比して速く、製紙バルブ資材と 

して繊維の形質の無のみから云へば、本州、朝鮮で短伐期で施業し 

得る適當な造林樹種であ ら5。カラマッ に就て の詳細な結果は未だ 

發表されて居ないが、アカマツに準ずる ものと想像せられ、北海道 

では將來製紙バルブ資材目的の重要な短伐期造林樹種た り得る と題 

考する。

ァラトドマ ッの不均生長量最大の時期は野幌地方 I 等地て70-80 
年、II等地て80-90年、III 等地で90年a3)で、此の供試樹軍木に於 

ても未だその不均生長量最大に達して居ない。(第二園)

更に ト ドマ ツ類の材部分に よ る化學的組成の相異の研究に よれば 

[(20),(17) p.5, (8)〕、樹令高2 部分が幼齢部分よ りルブ資材と 

して化學的に優良且均一なる事が略明かな る放、以上繊維の形質 と 

相俊つ て、材積收穫の黒か ら も、化學的組成か ら も 50-60年以下の 

低伐期造林は不利と考へられるものてあつて、更に間伐材の如？ も 

製紙ルプム りも、人絹,人ﾡバプ責材として利用する途を構ず 

るのが得策と考へられる。

總 括 1

野幌産ァヲ トドマッに於けるﾡ導管長の一樹世内に於けるﾡ化を 

測定して次の結果を得た。

( 1) 地上高に よ る 發化は最外側の部分では樹幹基部 よ りﾡ次長 

さを増し北側ては7.3m東側ては5.3mて最大に達し、之 よ り構頭に向 

って漸減する。

(2) 年齢によ る變化は地上各断面によ つて多少の相異ある も、 

樹心部の極めて短小な る もの よ り登激にその長さをし. 漸次伸長 

の程度緩慢とな り、68年ては未だ最大ﾡ導管長は述せられて居ない 

と考へられる。

(3) 假導管長年次變移曲線は總生長曲線と異って横軸(年齢) 

に對して全く凹である。

( 4 ) 平均年輪幅廣 9 部分は假導管長が幾分小 となる。

( 5 ) アテ 其他の瑕理が存在 すれば假 導管長小 となる。

( 6 ) 各部み毎の似導管長度数分布山線の形は概右偏形てあ る 

が. ご く 短小な個所では漸 く 正規と なるか僅かに左偏する。

( 7) 似導管長. 材積事穫、化學的組成 の三熟か ら見るも、製紙 

バル プ資材を目的とするァヲ トドマッ の代期船を50-(0年以下に低 

下する事は有利でない。
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